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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール（2023年度 グループホーム楓） 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

施設内の会議で参加者全員で理念

を唱和し職員同士意思の統一を行っ

ている。また、困った時にいつでも振

り返ることが出来るように施設内の

要所に掲示している。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウィルス感染症の為、現

在地域交流は積極的にできていな

い。コロナ禍前までは、地域の夏祭

りの休憩所などとして使用して頂い

ていた。段階的に、以前のような交

流を持てるようにしていきたい。 

現在、近隣の高校などでインフルエンザ

が流行しているので、全職員で感染症に

気をつけながら、安心・安全の介護が提

供できるようにしています。 

新型コロナウィルスだけでなくインフルエ

ンザも流行しているので、施設内に感染

症を持ち込まないように職員の皆さんが

頑張られているとい思います。 

    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

概ね 2 ヶ月に 1回、ZOOM を使用し

たリモート会議を開催している。運営

推進会議内で外部評価含めて開催

しご助言など頂いている。今後は、

早い段階で対面での運営推進会議

を行っていきたい。 

感染者数を踏まえた上で、公民館などを

お借りして積極的に顔を合わせられる集

合型の運営推進会議を行っていきたいと

考えております。 

    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営や解釈などが解らないことがあ

った時には、直接お話をお聞きし施

設運営に役立てている。出来る限

り、顔見知りの関係が構築できるよう

に努めている。 

素晴らしい取り組みで私たちもマネさせ

て頂いている所なので、保険者に直接出

向き顔を合わせて意見交換をすることは

大切なことだと思います。人事異動など

の方とかはいらっしゃいますか？私は、

地域コミュニティー課に多いので、異動さ

れている方が多いように感じました。 

    

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

GH協議会の研修「身体拘束をせず

にケアを行う為の基本的な考え方」

を職員が受講し講師となって内部研

修を行っている。そして、「身体拘束

廃止マニュアル」を基に確認し理解

を深めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今後は、外部講師の方をリモートなどで

つなぎお願いしていきたいと考えており

ます。外部の方に講義をして頂いた方

が、理解が深まるように思っています。 
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6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的に、内部研修で学びを深めて

いる。1人 1人の職員が、日頃行っ

ているケアを振り返ることで、グレー

ゾーンを減らすことができることを浸

透できるようにしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

当施設では、不適切ケアを減らすことで

虐待・身体拘束に当たることが減ってい

くと考えております。基本的に、自分がさ

れたら嫌なことはしないことを基本に職

員に周知徹底しております。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的に内部研修会などで学びの

機会を設けている。現在、成年後見

制度をご利用されている方がいる

為、後見人の方とも関わりを持つこと

で、学びが深まっている。 

      

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族の見学の段階から施設の特

徴や運営方針を何度も話している。

話し合いを重ね納得して頂いた上で

ご入所して頂いている。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、リモート面会中の為なかなか

ご家族と直接お会いしてお話できる

機会が少なくなっているが、お電話

や来訪された時には、本人の状態を

ご報告している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族が、ご自宅でリモート面会が出来

ない方に関しては、施設玄関にタブレッ

トを配置しリモート面会ができるようにし

ています。ご家族にその都度現状のご

報告をさせて頂いています。以前より、

ご家族と一緒に病院に通院されている

方が増えて来ています。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

施設会議などには、必ず運営者が参

加し職員の話に耳を傾けている。職

員から意見や提案を話しやすい雰囲

気を作られている。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

勤務実績、資格取得、勤務態度など

を加味した上で、処遇改善加算、特

定処遇改善加算一時金として支給し

ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

処遇改善加算、特定処遇改善加算一時

金の支給は、12月・3月・5月に本人の

資格・勤務態度・勤務実績・勤務内容に

合わせて支給しています。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

OJTを取り入れ、1人 1人職員の力

量に合わせて役割をお願いしてい

る。積極的に、本人の向上心に合わ

せて、資格取得を進めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在は、感染症対策の為外部研修が開

催されていない現状があります。今後、

リモート開催などに職員の方にも積極的

に参加して頂きたいと考えております。 
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13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウィルス感染症の影響

で、積極的にネットワーク作りは出来

ていなかったが、少しずつ以前のよ

うなネットワーク作りをし関係性を再

構築していきたい。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

当施設では、利用者の方が今現在

出来ることを大切にしながら、お手伝

いなど積極的にお願いをしている。

そして、職員はありがとうの気持ちを

言葉で伝えるようにしている。 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、新型コロナウィルス感染症対

策の為、リモート面会などの制限をし

ている。お電話・お届け物などの取

次ぎなどは行っている。今後、以前

のような関係が再構築できるように

段階的に進めていきたい。 

新型コロナウィルス感染症が、第 2類相

当から第 5類相当に変わったことで、一

般の方々が感染症予防に対する意識が

薄れていくことで、今まで以上に感染症

のリスクが高まっていると思います。利

用者の方の健康管理など今まで以上に

気をつけて頂きたいと考えております。 

    

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の方の日頃の様子や言動、

行動を注視し利用者の思いや表情

を読み取り、本人本位のケアができ

る様に努めている。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

月一回の会議だけではなく、常に日

頃から話し合いを行ったりすること

で、その時に応じた介護計画を作成

している。 

担当職員、会議、計画作成担当者が評

価されている為、十分にモニタリングされ

ていると思います。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員が担当の利用者の方を受け持った

うえで、毎月担当職員が評価し、ケア担

当者会議で話合い、計画作成担当者が

介護計画を作成しております。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

看護・介護経過記録に 24時間の状

況を記録しいつでも日頃の様子や職

員の気づきなどが確認できるように

している。LINEワークス等を活用し、

リアルタイムでの情報の共有が出来

るようにしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

保険者の宮崎市が推奨しているセンタ

ー方式の様式を参考にさせて頂き、施

設独自の記録様式を使用しています。

水分量・排泄・睡眠状態と本人の気分を

照らし合わせております。 



- 4 - 

 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者や家族とのコミュニケーション

で何気なく言った言葉などをそのま

まにせず、多職種や関係機関と連携

を図り、その時々に生まれるニーズ

に柔軟に対応できるよう努めてい

る。 

将来的に、施設内でショートステイを考え

ているとのお話しでしたがご家族がお泊

りされるとのことですか？ 

在宅で生活されている認知症の症状が

ある方を対象とした介護保険上のショー

トステイの事です。 

    

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍以前のような地域のボラン

ティアの方々に訪問してもらう事は出

来ていないが、本年度は移動図書館

などのフォーマルサービスから利用

させてもらっている。安全に配慮した

上で、地域資源の活用に努めていき

たい。 

新型コロナウィルス感染症が、日本中に

蔓延したことで介護職員の人員不足が

加速した現状があります。コロナ前の介

護の考えかたと、今現在の私たちの介護

に携わる職員への考え方や感染症対策

における介入の仕方が変わっているの

でなかなか、職員の方は私生活でも我慢

されている所が多いと思います。職業倫

理に頼っている状態が続いているのに限

界があると考えております。 

    

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

往診のご希望の方には、往診されて

いる Dr をご紹介している。本人やご

家族の希望する医療機関の受診が

継続できるように柔軟に対応してい

る。 

      

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の方がご入院された時には、

入院に至るまでの状況報告を行って

いる。常に、病院の方との情報の共

有を欠かさないようにしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日頃から、今まで関わりを持たせて頂い

た医療関係者の方には、定期的な挨拶

を欠かさないようにしております。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入所契約時から、ご家族に基本的に

重度化についての指針を何度も話を

している。施設機能の限界を見極

め、ご家族とその都度話合いを重ね

合っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族の見学の段階から、看取り介護

を含めた当施設の介護の限界をお伝え

しております。ネックスステージを踏まえ

その時の本人の状態に合わせた施設を

ご家族と一緒にお探ししております。 
 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日頃のケアの中で、医療職・ご家族

との連絡法や対応法を学んでいる。

マニュアルを作成しいつでも閲覧で

きるようにしている。内部研修など

で、緊急時対応法の勉強会を行って

いる。 
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25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

火災・水害・地震・感染症を想定した

BCP(事業継続計画)を策定してい

る。 

また、昨年度は利用者にも実際に参

加してもらい避難訓練を実施した。 

2022年 12月に利用者の方と一緒に消

防避難訓練を開催しまいした。 

洪水防災マップ上では、当施設は薄いピ

ンク色の地域になっておりますが、空か

らの照射で 25m四法の平均の高低差を

とられているとのことです。隣の同じ高さ

の建物は、洪水エリアに入っておりませ

ん。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今後、コロナウィルス感染症拡大の状況

を見ながら避難訓練を考えていきたい。

コロナ禍でも施設ができる範囲での避

難訓練を実施していきたい。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営理念に人格を尊重する介護を

掲げており、職員は一人ひとりの性

格や生活歴等を把握し、その人の誇

りを傷つけないように言葉かけや対

応に配慮している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

特に排泄のトイレ介助の時には、気を配

っております。利用者の方で、排泄が自

立されている方が、トイレの扉を開けた

まま排泄をされている時には、職員が扉

を閉めプライバシー空間が保てるように

しています。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事・入浴の時間をゆっくりと希望に

そって過ごしていただいている。利用

者１人１人の生活スタイルを職員が

見極め、趣味・レクリエーションなど

を通して喜びを共に共有できるように

している。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事は毎食、手作りで提供してい

る。利用者の好みも把握し、苦手な

食材や食事形態等にも柔軟に対応

している。利用者の方にお盆拭きや

テーブル拭きなどのお手伝いをお願

いしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の方にできるだけ台所のお手伝

い等で関わって頂いています。ご自宅で

料理を作られていた時のお話などを聞

き、本人の食事に対する楽しみを持って

頂いております。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日の記録に食事量、水分量をなど

を記録、定期的に体重測定を行って

いる。必要に応じて主治医に相談し

ている。定期的に、主治医の指示で

血液検査などを行い体調管理に努

めている。 
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30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事の後には、本人の有する能力に

合わせ声掛け、仕上げ磨き、介助と

使い分けて口腔内の清潔を保てるよ

うに支援している。夜間帯には、義歯

を預かり消毒し清潔が保てるように

している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

「入れ歯を預けたくない」と言われる認知

症の方がいらっしゃいますが、何度も声

掛けをし出来る限り清潔保持と義歯で

の事故を防止する観点から預からせて

頂いております。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の残存機能を活かし、トイレで

の排泄を支援している。記録等から

一人ひとりの排泄パターンを把握し、

定期的に声掛けをしている。また、緩

下剤だけに頼らず、便秘予防として

毎日ヨーグルトと牛乳を提供してお

り、腸内環境を整えたり、運動する機

会が持てるよう努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

排便の仕方が分からない方に関して

は、腹部マッサージを行ったりし、腹圧を

かけできる限りトイレでの心地良い排泄

を促しております。オムツ内で排泄する

より、トイレ内でゆっくり排泄が出来るこ

とが大切であると思っております。 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

できる限り、本人に合わせた支援を

心がけている。週に 2～3回入浴で

きるように支援している。個浴で職員

と話をしながらゆっくりと入浴が出来

るように支援している。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

安眠を促せるように寝具を交代で天

日干ししたり、シーツを洗濯し清潔に

保てるようにしている。その時の体調

や気分に合わせて、居室で休んで頂

けるように職員が支援している。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

2名の職員で日付けと名前を確認し

た上で、服薬介助を行っている。薬

事情報を職員がいつでも確認できる

ようにしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

誤薬をしないように努めています。誤薬

は 100％職員のミスであることを意識し

常に職員同士でチェックし合っていま

す。 



- 7 - 

 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日常における掃除・洗濯等の家事活

動で利用者一人ひとりのできる事で

きない事を見極めながらお手伝いを

楽しんで取り組めるように支援してい

る。お手伝いの後には、必ず職員が

労いの言葉掛けをしている。 

編み物や塗り絵スポーツ観戦等利

用者個人の趣味も楽しんでもらえる

ようご家族と協力して支援している。 

個々の強みを見出すことで、利用者本人

に自信を持って頂き生活に張りが出て来

ると思っております。私たちもですが、自

分でもできることを継続していくとやりが

いになり、最終的には、楽しみにつなが

ると考えております。 

    

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、新型コロナウィルス感染症対

策の為、病院受診以外は外出制限

中である。今後、コロナウィルス感染

症が収束した際にはコロナ禍以前の

暮らしができるようにしていきたい。 

私自身コロナウィルスに感染した時に

は、感染経路が解らずに家庭内で蔓延さ

せてしまいました。症状が出る前に家族

に感染させてしまっていました。 

感染力のあるコロナ禍の中でいろいろ制

約もあるのでご苦労されていると思いま

すが頑張って下さい。 

    

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お小遣いをお預かりし、いつでもお

金が使えるようにしているが、現在、

新型コロナウィルス感染症の為、制

限をかけている為、使用できていな

い。 

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

いつでも電話の取次ぎなどが出来る

ように積極的に行っている。時効の

挨拶や手紙は、職員が一緒にするこ

とで、やり取りなど出来ている。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ホールやリビングにソファーを配置

し、共同スペースでも思い思いにくつ

ろげる空間になるように配慮してい

る。また季節感を感じていただけるよ

うに、飾りつけや利用者の作品を掲

示している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

施設内に、排泄のにおいがしないように

換気をよくしています。当施設は木造で

すが、床・壁ともににおいがつかないよ

うに工夫をしております。施設南側に、

窓を多くとっていますので、光がたくさん

施設内に入ってくるようにしております。 
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Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族と話をする際には確認させて

頂いている。利用者の日頃の言動や

行動を記録にとり、把握し職員内で

共有している。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日頃から、職員が利用者との会話の

内容や出来事などを記録にとり、職

員で定期的に話合い情報の共有を

行っている。そして、介護計画に反映

できるようにしている。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日頃から、利用者の顔色や表情、そ

の時の気分などを観察しながら、い

つもと様子が違う時には、医療職に

相談し利用者 1人 1人が安心して

生活が送れるように支援している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人として、本人の状態に沿ったケアを

行うように努めています。利用者 1人 1

人に担当の職員を配置し、担当職員が

評価し、それを基に介護支援専門員が

ケアの方向性を決めています。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者 1人 1人リビングやフロア

ー、居室などに行かれゆっくりとした

時間を過ごされている。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

自宅で使用されていた寝具や食器

類など本人のなじみのある物をご家

族の協力を得ながら持参していただ

けるように支援している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご自宅の生活臭のする布団やまくら、使

用されていたお茶碗類やコップなどを施

設に持ってきて頂いております。入所当

初に、本人がここに居ていいと思える空

間作りに力を入れています。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウィルス感染症対策の

為、病院受診以外の外出は制限さ

せていただいている。新型コロナウィ

ルス感染症が収束した時には、以前

のような外出支援を積極的に行って

いきたい。 

今の現状では、必要最小限の外出にと

どめるのは致し方ないことであると思い

ます。 

ご家族からの外出希望などありますか？ 

あった時には、現状をお話しご納得頂け

るように努めております。 

    

46 
本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お手伝いをして頂いた後には必ずあ

りがとうの気持ちを言葉で伝えてい

る。 今現在、本人ができること、でき

ないことを把握しながら、職員と一緒

にお手伝いやレクリエーションに取り

組んで頂いている。 
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47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者同士が顔見知りの関係が構

築できるように支援している。また、

利用者一人一人ができることできな

いことがある中、共に支え合って生

活を営まれている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

男女の比率に関してのご質問に対して、

当施設は女性 9：男性 1程の割合となっ

ております。平均寿命が、女性の年齢が

高いのも要因の一つではないかと考え

ます。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウィルス感染症対策の

為、スカイプ面会をしている。今後、

段階に応じて少しずつ以前のような

関係性が再構築できるようにしてい

きたい。 

新型コロナウィルス感染症もありますの

で現在はできる事をされているので良い

のではないかと思います。 

    

49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の皆様がコロナ禍であっても

出来る限り安心して生活が送れるよ

うに支援している。職員一丸となって

利用者 1人 1人から笑顔を頂けるよ

うに努めている。 

職員さんも利用者さんも感謝の気持ちを

持って接することはとても良いことだと思

います。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の強みに目を向けた介護計画を作

成し職員一丸となってケアを行っており

ます。強みに合わせたお手伝いをして頂

いた後に、職員がありがとうと言った感

謝の気持ちを言葉で伝えるようにしてお

ります。 

 


